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【目 的 】選択的卵管造影 （以下 SSG ）の 治療的意義を

明 らか にする こ と。【方法 】1991．6 −1995 ．7 に 当科 で

施行 した SSG 後に 妊娠が 成立 した 症例 の解析 。 【結果 】

  SSG 施行 81例 中 IVF −ET 妊娠 8 例を除き20例

（24．7％）に 妊 娠 が成 立 した （平均観察期間 25．1 ヵ 月）。

  内訳は 自然妊娠 14例、人 工 授精（以下 AIH ）5例，

GIFT 法 1 例 ， 平均年齢は 32．4± 2．7才，平均不妊期間

は 3．1 土 1．4年で あっ た。  SSG 後妊娠 まで の 期間は 3

ヵ月以内 6例 ，　4 − 6ヵ月 5例 ，　7 − 12ヵ 月 4例，13ヵ月

以 上 5 例 で．平均 7．7ヵ 月 。 過半数 の 症 例が 6 ヵ 月以 内

に妊娠 した 。   SSG が妊娠 の 成立 に効果的 で あっ たと

推定され る 症例は 14例（SSG の 17．2％）で あっ た 。 内

訳 は子 宮卵 管造影 （以 下 HSG ）で 両 側閉塞 とさ れ SSG

で 少な くとも
一

方 の 卵管疎通 性 が確認 され た 後 の 妊 娠

が 2 例（2．4％）， HSG で は片側閉塞で SSG で 当該 卵

管 が 開 通 した 例 が 12例 （14．8 ％）で ある 。   HSG で 片

側閉塞 で SSG で も当該卵管 の 開通がな く対側卵管が妊

娠 に 貢献 した と思 わ れ る 例が 4例 （4．9％），SSG で も

両側 の疎通性が確認され な か っ た例 （片側卵管切 除 1例

を含む ）が 2例 （2。4％）あっ た。   SSG 後の 不妊治療

に 関 して は ， 妊娠 まで の 期間 6 ヵ 月以 内 の 11例 に は 自

然妊娠 8例，AIH 　3例があっ た 。 なお AIH は 3例とも 1

回目に妊娠 が 成立 した 。   妊娠 の 転帰は 正 常 分 娩 8例．

流産 1 例，妊娠継続 中 3例，不明 5例，子宮外妊娠 3例

（妊娠例の 15 ％）で あっ た 。 子宮外妊娠の うち 2 例は

SSG で も両 側疎通性 が認 められなか っ た 。 【結論 】 

SSG の 治療 的 意義 が 明 らか に な っ た 。   SSG の 妊娠は

過 半数 が 6 ヵ 月以内 に起 こ っ た 。   SSG 後妊娠 は子 宮

外妊 娠 の ハイ 1」ス ク 群 で ある。

匚目的］子 宮内膜環境が妊娠成 立後の 予後に 及 ぽ

す影響を調 べ るために ，子宮鏡検査後 に 妊娠が成

立 した例に おい て ，子 宮内膜所見の良 ・不良 と そ

の 後の 妊娠 予後と の 関連を検討す る。　［方法 ］対

象は 当科に て子宮鏡を施行 し，そ の 後妊娠 が成 、ン：

した不妊症患者168例で，生化 学的流産，子宮外妊

娠に終わ っ た例 は除外 した 。 子宮鏡に よる 内膜評

価 は，妊娠 前自然月経周期の 高温 相7〜10日 目， い

わ ゆ る着床期付近で 行 い ，当科 の 分類 に 基 ずきそ

の 時期に 内膜表面 に リ ン グ状 の 腺 開口 と充分に発

達 した血管を認め る もの を良好な 内膜 と定義 し，

対 象を 子宮鏡所見に て 内膜良好群，内膜不良群の 2

群 に 分 け，両群間で 妊娠予後を比較 した。　［成績］

対象168例中，内膜所見が良好 で あ っ た内膜良好群

が 98例，不 良 で あ っ た 内膜不良群 が 70例 とな り，

平均年齢に 関 して は両群間で 有意 差は無か っ た。

流 産 に 関 して は ，内膜 良好群 で は 98 例 中13例

（13．3％）に 発生 した の に 対 し，内膜不良群で は

70例 中 24例 （34．3％ ）に発牛 し，有意に 内膜不 良

群で 高い 発生率とな っ て いた 。 ま た流産の 内訳を

見 る と，胎児心拍確認 後の流産に 関して は ，内膜

良 好群で は 4例 （4．1％）に発生 したの に対 し，内

膜不 良群で は 12例 （17．1％ ） に発生 し，同 じく不

良群 で有意に高い 発生 率とな っ て い た。枯死卵に

関 して は，内膜良好群で は 9例 （9，2％） に 発生 し

た の に対 し ， 内膜不良群は 12例 （17．1％ ）に発生

し，不良群 に 高い 傾 向を認め たが 有意差は 無か っ

た。　［結論］流産発生 率が 内膜不良群に有意 に高

く，子宮内膜環境の 悪 さ と流産 の 発生 との 間に密

接な 関係が ある こ とが示 唆 され た 。
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